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１．はじめに 

一般的に制服やスーツをオーダーメイドで作成

する場合，衣料量販店にて手動で採寸が行われる．

手動による採寸では 30 分以上要し，営業時間内に

採寸できる人数が制限される．この問題を解決する

ために非接触型の三次元計測装置が考案された[1]．

しかし着衣状態での採寸ができないという課題があ

る．また，距離センサーを用いた採寸では誤差があ

る．これは，服の厚みや服の中に空気が入るため，

素肌との間に空間が生じるためである．正確な採寸

を行うためには，平均誤差を 2cm 以下にする必要が

ある． 

 

２．提案方式 

 本提案は，距離センサーから得られる計測値に対

して,統計的手法で算出した補正値を適用する.補正

値には,事前に収集した服の厚みのデータを用いる．

これによって着衣時と脱衣時との間の計測値の誤差

を削減する． 

本稿では測定箇所が女性と比べて少ないことか

ら男性に焦点を当てた．まず，距離センサーによっ

て身長,股下,肩幅,ウエストの順での採寸を行う．

距離センサーの値は 100 回計測し最頻値を使用する．

身長は図 1 のように試着室の天井に取り付けた距離

センサーを用いて，試着室の高さから距離センサー

の計測値を引くことで算出する． 

股下は図 1の様に距離センサーを地面に取り付け，

計測値に事前に収集した股下誤差の平均値を加える

ことで算出した．  

肩幅は，試着室内部の左右に取り付けられた距

離センサーを肩幅の位置に移動させ，得られた計測

値を試着室の横幅から引いて算出する． 

ウエストは肩幅と同様にウエストの位置に距離

センサーを移動させ，ウエスト横幅の値を計算する．

この時，服の厚みにより実際の素肌での横幅と異な

ってしまうため，股下と同様に事前に服の厚みのデ

ータを収集しておき，その平均値を引くことで差分

を補正している．また，距離センサーが腕に当たら

ないように前に腕を組む姿勢をとる．その後，使用

者が 90 度回転し，体の前後の幅を計測する．前後

左右の幅の値をもとにウエストの周長を算出する．

これは，着衣時のウエストを楕円形として捉え,そ

の周長をウエストとしている．前後左右の幅をそれ

ぞれ 1/2 にし,楕円の長半径，短半径とする.そして, 

楕円の周長を算出する． 

 
図 1 作成した試着室とセンサーの配置図  

ウエストとして計算を行う楕円の周長の長さ𝐿は
式(1)によって求めた．また，離心率𝑒は式(2)によ

って求めた． 
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次に，股下,ウエストに関する補正値についてで

ある.事前に収集した服と素肌の間の厚み，6 人で



各 30 着ずつ合計 180 着分の測定値を用いた．測定

方法は,静止状態で素肌から服までの距離を測定し

た．その際,メジャーを用いて測定を行った.その後，

服の厚みの計測値を基にピッタリサイズ，ベストサ

イズ，オーバーサイズの 3つに服の厚みを分類した．

この時，ウエストを楕円と捉えるため，人の体型は

考慮しない． 

服のサイズの分類には,k-means++法を用いた．

これは,当初用いていた k-means法と違い,初期クラ

スタの中心点の位置をランダムではなくデータ間の

距離に基づいて確率的に決定するため,分類の正確

性が高いと判断し選択した.分類した計測値ごとの

平均値から，小さい順にそれぞれピッタリサイズ，

ベストサイズ，オーバーサイズとした．採寸時には，

被採寸者の服装に合わせて服のサイズをプログラム

に入力し，着衣時と脱衣時の計測間の誤差に対する

補正値を決定する． 

本研究のユースケースは，衣料量販店で試着室

を用いた自動採寸である．被採寸者は着衣状態のま

ま素肌の採寸が 1分程度で可能となる． 

 

３．実装と実験 

 本提案の実装および実験には，マイクロコントロ

ーラ，距離センサー，Web サーバとして PC を用い

た．本実験では，ESP32・VL53L1X・PC を使用した．

本提案で開発したソフトウェアを図 2に示す． 

 
図 2 ソフトウェア構成図 

各 ESP32 から Webサーバへ距離データを送信し，身

長・股下・肩幅・ウエストの計算を行う．計算され

た結果は WebUI へ出力し，ユーザから閲覧可能にし

ている． 

 

４．評価と議論 

実験の結果，平均誤差は身長が 0.5cm，股下が

2.0cm，肩幅が 14.5cm，ウエストが 2.0cm であった．

それぞれの誤差の一覧を図 3に示す． 

提案手法は股下およびウエストに適応しており，

平均誤差は 2.0cm と目標の誤差以内になった．しか

し，距離センサーから得られた計測値をそのまま使

用している肩幅の平均誤差が 14.5cm と大きくなっ

ており，減少する必要がある． 

 
図 3 実験結果と誤差の一覧 

これは距離センサーの赤外線が肩ではなく首付近

に当たる場合があるためである．事前に身長や肩幅

の値を収集し，身長から肩幅の閾値を決定し，距離

センサーが肩の位置に当たっていない場合に補正す

ることで解決が可能である． 

 

５．おわりに 

本研究では 30 分以上の時間を要する採寸に着目

し，距離センサーとクラスタリングを行うことで高

精度かつ高速な採寸を実現した．本研究で解決した

課題は，個人差のあるウエストの計測方法と衣服と

素肌の間の空間があることで誤差が発生することで

ある．本研究での提案手法は，事前に収集した値を

もとに統計的に素肌の近似値を求める手法である．

着衣状態での計測では，事前に服の厚みのサンプル

を収集しクラスタリングし，各クラスタ内で平均を

求め，計測値との差で補正を行った．実験は，試着

室を作成し，天井・床・側面に距離センサーを設置

し，身長・股下・肩幅・ウエストの長さを計測した．

180 着分の事前データから実験を行い，平均誤差は

身長が 0.5cm，股下が 2.0cm，肩幅が 14.5cm，ウエ

ストが 2.0cm であった． 
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